
②課題解決の方向性

①解決したい課題

③課題解決のイメージ・効果

【公共施設の規模】
（高知県管理施設）道路橋：2,563
【課題】
・点検業務の効率化・省力化・自動化

高知県は、建設従事者の高齢化や減少が全国的に見ても著しく、人手不足が深刻化している。このため、点検業務の効率化・省力化・自動化が求めら
れている。

・点検調書作成に要する労力の低減
点検調書の作成に労力・時間を要するため、効率化が必要である。

・点検データの共有
現在は、点検結果のデータベースには発注者しかアクセスできないため、点検履歴について受発注者間で何度もデータのやりとりをしている。

・デジタル技術、プラットフォームを用いた点検・診断手法を導入することにより、効率的で精度の高い診断を検討したい。
・点検データのプラットフォーム化により、受発注者間のデータ共有の効率化や、点検データの蓄積を図りたい。

地方公共団体名 ：高知県
担当部署：土木部技術管理課

担当者：髙村 真守
連絡先（電話番号）：088-823-9826

・デジタル技術等を用いた点検・診断を行うことで、点検作業の省力化・効率化を図りたい。
・橋梁点検サイクルを一元管理する仕組みの構築。
・点検履歴を受発注者間で共有できる仕組みの構築。また、橋梁の３次元データ等の利活用も検討したい。

メールアドレス：mamori_takamura@ken3.pref.kochi.lg.jp

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 ニーズ提案書（地方公共団体）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（ ）

５年に１度の橋梁定期点検について、点検業務の効率化・省力化・自動化、点検調書作成に要する労力の低減等が課題となっている。デジタル技術を用いた点検・診断や点
検データのプラットフォーム化による橋梁の維持管理サイクルの改善を検討したい。

（高知県）
（橋梁点検の効率化・省力化・自動化に向けた検討）

様式２
インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）


